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としょかんの広場 

図書館では、ＯＰＡＣ（蔵書検索機）を２台設置しています。ＯＰＡＣを使うと、図書館が

所蔵している資料の検索や予約、ご自身の借りている資料や予約している資料の確認などがで

きます。今回はＯＰＡＣの便利な使い方を紹介します。 

図書館が所蔵している資料を検索できます 

シリーズ本を巻号順に読みたいときは、「セット予約」をすると順番に提供

されます。 

 ＯＰＡＣの脇に「ＯＰＡＣの使い方」というマニュアルを

設置していますのでご覧ください。また、使い方がわからな

い時は、お気軽にカウンターに声をおかけください。 

館内に貸出しできる資料がある場合はレシートを印刷することができます。

資料詳細画面で「プリント」ボタンを押してください。レシートをカウンター

にお持ちいただくと、職員が資料をお持ちします。 

  オ パ ッ ク  

１．資料を探す 

２．予約する 

種類別検索 大人向けの本・子ども向けの本・雑誌・視聴覚など、種類別に検索できるほ

か、利用の多い本・新着資料の検索をすることができます。 

レシートの印刷 

検索した資料を予約できます（市内在住・在勤・在学の方のみ） 

セット予約 

3．貸出中・予約中の資料を確認する 

返却期限の延長 その日から 2 週間、返却期限を延長できます。ただし、返却期限が過ぎて

いる資料や、次の予約が入っている資料の延長はできません。 

予約のキャンセル 予約資料のキャンセルができます。すでに用意されている予約資料のキャ

ンセルはできませんので、その場合カウンターにお申し出ください。 

４．パスワードを登録・変更する 

ＯＰＡＣで予約や、貸出中・予約中資料を確認するためには、パスワー

ドが必要です。パスワードはＯＰＡＣで登録・変更することができます。

登録パスワードがわからない場合は、カウンターにお問い合わせください。 

ＯＰＡＣは画面をタッチ

しても操作できます。 

パスワードについて 

さらに詳しい使い方は・・・ 



 

 

 

◇特集展示コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◇◆◇展示コーナーのご案内◇◆◇ 

『感染症 知ろう・防ごう』 （展示期間 １月６日～２月６日） 
 

今年もインフルエンザが流行する季節になりました。また昨年は、世界的に感染症の拡大が話

題になりました。１月の特集展示は「感染症」についてです。感染症に対する知識をつけて、感

染症を予防しましょう。 

     ２月の展示（２月７日～３月５日）は「日本の伝統工芸（仮）」です。 
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Topic News 
 

祝日開館日：１月１２日、２月１１日 

（１月１３日は振替休館日です） 

おはなし会：１月７日・１４日・２８日 

２月４日・１１日・１８日・２５日 

えほんのじかん：１月１４日、２月１１日 

蔵書点検による休館（大久保のみ） 

：１月２１日～２７日 

図書館カレンダー（色の付いた日が休館日です） 

 

省エネウィーク期間の夜間開館中止のお知らせ 
 
習志野市では冬季の省エネ対策として、平成 2７年 2 月１４日（土）から 2 月２０日（金）ま

でを省エネウィークとし、すべての公共施設で原則午後 5 時 15 分以降の電気の使用を控えます。

それに伴い、図書館でも以下の日の夜間開館を中止し、午後５時で閉館いたします。ご了承くださ

い。 

●大久保図書館：２月１９日（木） 

●東習志野・新習志野・谷津図書館：２月１４日（土） 

大久保図書館休館（蔵書点検）のお知らせ 

１月２１日（水）～１月２７日（火） 
 

蔵書点検のため大久保図書館は１月２１

日（水）から２７日（火）まで休館します。

大久保図書館以外の市内図書館は通常どお

り開館していますので、ご利用ください。 

児童文学講演会を開催しました 

 １２月７日（日）に、フェリス女学院大学非常勤講師の竹内美

紀先生をお迎えして「石井桃子 － 子どもの本の名訳者の秘密」

を開催しました。参加者の皆さんからは「とても興味深い内容だ

った。またお話を聞きたい」「石井桃子さんの作品をもう一度読み

返したい」等の感想をいただきました。講演を聞いてご自身やお

子さんの子ども時代を思い出された方も多かったようです。 

図書館では竹内先生の著書『石井桃子の翻訳はなぜ子どもをひ

きつけるのか』を所蔵しています。講演会を見逃した方は是非ご

覧ください。 

 


